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平成１８年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年１１月２５日に公表いたしました平成１８年３月期

(平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日)の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１.平成１８年３月期業績予想数値の修正(平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日) 

(１)個別                                  (単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 ( A )   ３０,３００    ８００     △１,２００   

今回修正予想 ( B )   ２８,１００    ５３０     △１,７４０   

増減額 ( B )―( A )   △２,２００     △２７０      △５４０   

増  減  率    △７.３%    △３３.８%           ―    

前期(平成17年3月期)実績   ２８,８２０     ６２３       ５０５   

 

(２)連結                                  (単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 ( A )   ４８,４００      １,１００     △１,５００   

今回修正予想 ( B )   ４５,５００       ５００     △２,１００   

増減額 ( B )―( A )   △２,９００      △６００      △６００   

増  減  率     △６.０%     △５４.５%       ―    

前期(平成17年3月期)実績   ４６,１１２      １,２７３       ２２６   

 

２.修正の理由 

 (個別) 

   売上高につきましては、燃料商事事業部の石炭部門にて、入札機会の大幅な減少による販売

数量減が大きく影響し、予想売上を下回る見込みとなりました。 

   経常利益につきましては、開発事業部門で賃貸ビル売却により賃料収入が減少し、さらには

レジャーリゾート事業部において前年実績を上回るものの、厳冬等の影響により宿泊ゴルフパ

ックや団体・個人向けの宿泊企画の集客数が予想を下回ると見込まれる結果、前回予想より２

７０百万円減少する見込みとなりました。 

当期純損失につきましては、上記の他 建設・土木業の子会社株式の評価損５６５百万円を

特別損失に計上すること等に伴い、前回予想より５４０百万円増加する見込みであります。 

 

(連結) 

   経常利益につきましては、観光事業部門の悪化に加え、建設・土木業の子会社において公共

事業関連の完工高減の影響もあり、前回予想より６００百万円減少し５００百万円となり、当

期純損失は、前回予想より６００百万円増加し、２,１００百万円となる見込みであります。 

  

※ 業績の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますが、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

                                        以  上 


